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ご挨拶 

HG発足 10周年を迎えて
 

flH事長萩原 隆
 

内外共に多事多難であった今年� 

200ワ年もあとわずかとなりました。

カンボジアにおける スポーツ育成 、

障害者自立支援、義肢 ・義足支握、エ

イズ孤児救済を主軸に活動してきた

ハー ト，オ7・ゴール ドも発足10周年

を迎えます。� 2006年以降の� JICA箪

の根技術協力は、今年カンボジア国

小学校保健体育科指導要項の出版と

いう成果を挙げることができました。

これら海外援助活動のシンボル的存

在であるアンコ� jレワット冒際ハー

フマラソンも、年々参加者が増え、今

年は内外39カ国1地域� 2，430名の参

加者で第� 12回大会を無事終了するこ

とができました

『石のよにも三年J，・面壁九年jな

どと申します。経済的困難に加え政

情不要を抱える発展途上国への援勘

活動は演して平坦なものではありま

せんでしたし 、今日現在なお課題は

累積していますが、私たちの活動が

十年という歳月に耐えたことで、世

間の評価も高まっていることが感じ

らhます。このごとはひとえに、会員

の皆様、スポンサー各位、そしてス

タッフ同志のご協力があったればこ

そと感謝に耐えないところです。� 

2008年を迎えるにあたり 、ハー

トオブゴル ドは更なる使命感に

蛾えて業務にまい進する覚悟でござ

いますので、皆様の蛮わらぬご支援

を切にお願い申し上げてご挨拶とし

ます。� (200'7.12.11) 
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力ンポジアの家族の事と友達の事を考え

古ポール支援をお願いしました。F 

授業を実施でき ←一一一一 て生活しておリます。「今、私と同じよう
ιー…一-るように、教師用� l 回一一一一ー一 おかげさまで、第� I期分の 18ワ個は、既に

に楽しんでいるのかなJと思っておりま

第� 19回全国生涯学習フ ェスティバル 「まなびピア岡山� 2007J 
11月2日� (金)~ 6日(火)、岡山県総合クランド� 

す。私は日本に来るごとができたのは

とつでもラ、γキーな手だと言われました。

普通同村の人々は日本なんか来ることが

できません。だから私はこんな素晴らし

いチャンスをもらえたので� 1年の聞に日

本の事を色々勉強し 、カンホ.ジアに帰っ

たら、日本とカンボジアのかけはしにな

るような仕事をしたいと思っております。

その時も応援しでいただけませんが。私

は合、学芸館高較で・英語の勉強も始めま

した。 分からないけと‘何て・も頑張ってい

こうと思っておリます。

コーラス部にも入って毎日歌ったり 、

踊ったりしておリます。とっても楽しい

で・す。

(スライミーさんがハート ペアレントさ

んに送ったレターから抜粋。とっても丁

寧なきれいな宇で書かれてありました。)

NCCC男子寮完成� 
(New Child Care Center) 

スタディ ツアーでは、早速、完成した男子

寮を視察。� NCCCの子どもたちが「こんにち

は。jと可愛らしい挨拶で出迎えてくれた。

ツアーに合せた完成セレモ二ーでは 、� 

NCCCで働く力ンポジア人の女性の司会で、

るしな松本さんからは、乙

れまでの経緯や子どもたち きに寛入るほどでし

た。ツアー参加者かーの様子、そして子ども達へ

の希望が語られ、また、犬 はメ、ソセージ力一ドと

隈棟梁からは� NCCC建設 プレゼン 卜が贈られ、

へ関わることにち?った経緯 テープ力、ソ 卜とくす玉

割りと続き、男子寮見と‘男子寮建設め"パー ト

ナー"である� NCCCめ子ど 学後に、手作リのお菓

も達とス夕、ソフの紹介があ 子やフルーツでお祝い

りました

子ども達は、少し恥ずかしそうに顔をか

せながらも、カンボジア式の挨拶をしてく

れました。

有森代表もお視いの言葉を述べ、「どんな

状況でも、自分自身が諦めずに前へ進めば、

できないことはない。未来に向かつて自分

の力を信じて歩んでいってほしいjと、力強

く子どもたちに語リかけていました。子ども

達からは、HGの協力への感謝とお父さん� 

(松本さん)への愛情、犬隈棟梁への信頼に

満ちたお礼のメッセ ジとともに、女の子た

ちのアフサラダンスの披露がありました。マ

ラソン前夜祭で出てくる踊り子のような派手

な化粧はなかったけれど、子どもとは思えぢ

いほどの女性らしい動

を締めくくりました。

まさしく� "NewLand"。
この土地が子どもたちのホームとなって力

を与え、夢カ清まれ、近い将来、大きく羽lぎ
たいてくれることを心力、ら祈ります。� 

※� 11月11日、男子寮に土浦市国際空流協会

の視察団が訪れました。

スライミーさん、来日留学

支イt祭にで友人たちと(右よ り2人目) 

HG日本語教室(シェムリア、ソプ)のチュ

ン ースライミーさんが、 岡山学芸揖高校

に留学のため、日本語教室の桧尾睦先生

に付き添われ、9月に来日されました。期

間は� 1年間で、スライミーさんの留学生

活を支えるハー ト ペアしントも集まり

ました。

女スライ ミーさんからのメッセージ

私は日本に来て2か月経ちました。2か

カンボジア小学校

保健体育科指導書作成支援事業
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月。� HG会員の方々から多くの温かいご声援

を頂き 、また翻訳等のプロシ.エク卜のお手

伝いを頂いています。今、プロシ・ェク トl芯、

架橋を迎えております。今後も引き続き、皆

様の温かいご指導を賜りますよう 、宜しく

お願い致します。

(アジア事務所所長山口拓)

中古ボールご支援に感謝

本事業のなかで、2008年� 1月に行われる

月の間に岡山学芸館高枝で、高校生活も

送れるし 、文化祭や体育祭なども経験で

きたりして 、とっても感動しましたo 日

本はカンボジアより 、色々な物があって

とっても物質的に豊かな国だと思います。

私が住んでいる桜寮は電気もあるし、き

れいなトイレもあるし 、シャウ一室や水

道や洗濯機もあるし 、とっても暮らしゃ

すいて・す。カンボジアの村の生活に比べ

ると、全然遣います。私がこんな日本で

便利な生活を経験できるのはすべて皆様

指導書の作成に乗り出しています。それと

竿行しで、HGアジア地域事務所は、筑;農大

学等との連携で日本の専門家を招轄し 、行

政官や教師に対するワークショνブを開催

しています。

プロジェクトが始動してから� 1年� 10ヶ

O自主企画イベント

シンポジウム 「海の向こうの震だちに

教えてもらったこと� !J 
日時 ・11月3日(土)15:00~ 16:30 
司会� :小J11秀樹氏(HG顧問)

パネリスト 桧尾陸氏(HG日本語教室)、

多目朋子氏(岡山市立福島小学校，教諭)

と児童、森健太郎氏(岡山学芸館高校・

副理事長)と生徒、チュン スライミー

さ八正留学生)、ラ、ソクサナさん(留学生)、

団代邦子HG事務局長

スタディツアーにで持ち込みました。その後

も随時現地に届けます。

ご支援いただきました個人芯らびに団体の

方々 、ご尽力いただきました方々、ありがと

うございました。今後も引き続き、集める予

定ですのでよろしくお願いします。

カンボジア教育の現状が理解でき、両国

の生徒の受流により 、日本の生徒が得るも

のが、非常に大きい。� 

O HGブース� 
H国際3主流貢献のひろば nにて、連日ス

夕、ソ フとボランティアさんで資料配布と

グッズ販売を行いました。また 、休日の� 3 
4日には、岡山市立津島小学校6年国際協力

チームの児童� 10名が資料配布に協力。ひと

きわ元気な声がブース前に響き� ‘盛混とな

りました。



やっと、やっと、やっと…コンテナが来ま した ! 

<NPO>バリアフリー教育ネットワーク かりました。ものをあげるだけ、お金を配る

(代表 .上田学氏)より車椅子の寄贈ならび だけの援助は などと言われがちな昨今で +HG/飯田クラブ� 

に輸送をご支援いただきました。また、犬阪 すが、実際彼らは必要なんです。神妙な面持 11日23日 第201日I，]L念¥:1丘村駅伝

教育大学附属実王寺中学粧の生徒の皆さん ちで感謝の言葉を述べられて、震が出そう 大会� (.bd午県) 

には 、物資め梱包やコンテナへの積込作業 でした。顔が見える支援ができてよかった ※CDAFlJ支担、ソカ一向立支jjUJ )

をしていただき、大変お世話に毛よりました。� 

CDAF(カンボジア障害者陸上連盟)をと

おして各団体に車椅子を配布しました。� 

HGの倉庫に眠っていた物資も一緒に輸送

していただきました。

です。

突黙舞い降りてきた寄付の話でしたが、

特にCDAFも時間の都合をつけて片道� 3時

間半のコンポントム地方ヘ同行したり、

類を作成したり 、よく動いてくれました。

!Ou

※スタディツアーに参加して、感動と;主

ぴをI!付に、 米1:1ニも必ず行くこ とを約束

しました。私もり]めての海外で色 な々

勉強を しました。(羽J叫 -

.東日本支部� 
こ杓がCDAFをとおしての寄付であり 、

9川28日� 
コンテナは土曜自の夜に来ました。7人の 任も彼らに生じているということを十分理

現地の作業員が、雨のなか木服も言わず、 解してくれていると憩います。ありがとう

黙々と作業してくれ、アジア事務所側も助 ございました。� (アジア事務所高道陽子)

第� 20回記念豊丘村駅伝大会

大会前日のウェルカムバーティでは、村

長さんをはじめとした大会関係者、ラン

ナ一、子ども達が参旭。租気語々とした雰囲

気の中で、子ども遥から有森さんへ、 事くの

質問がよせられました。

「つらい顔をしでもいいけど、 いやな顔は

してはだめ� !Jという有森代表から子ども

達への応援メッセージには、神妙な面持ち

で間入っていました。
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クラブ合同例会(代ふ持出)� 

みなと環域にやさし11[16日 第10 rI19

L、i，:;走者会議 (代表講主任) 

11)ヰ25 U ~ 32凶河口湖口� fljスポー

ツマ ラソン� 

12 H 18日� HGクリスマスチャリテ

ィディ ナー

(京日 本文 ;~il リ ー ダ 一 五滞公一)

.西日本支部� 

9月23卜| 第11司l吹田中の山チャリテ ィ� 

安 ・1¥1川市ロータリ ー

!¥ ¥l右11時&3イアスロン

当日回、54チームが参加して、天竜川沿
※スタディツアーにてアンコール小山病院に� 

いの� 5区間を走り抜けました。豊Eでは「走
'I i. f!，j 子 :1 1ι? を ~:UN

る」ことを「とノSiJというそうです。
(協)J:111村義11m式会社hltp:!/WW'iリ� sup ..j乃plycop

朝方はマイナス2度と、例年に芯い寒い一
※ 3 H の i T ~1'. 1王将チ ャ リテイ ラン J のボラ

ンテ 4 ア ~}!t し ます 1 ご協力よろしく o
日とのことでしたが、子どもから犬人まで、

(]川 11本支部 リーダー 武l即日Hfl
たくさんのランナーが元気にとびました。� 

.本部

10 FI21 U;ri221lilヒロシマ恥日I仏� N
第1回吹田中の島チャリティ・バイアス口ン� &3時間走 マラ ソン� 

日時・場所� :9月� 23日吹田中の島公園~神崎川河川敷� (特設2.5km) llrJ2L-I-6日

主催� :HG、吹田龍舟倶楽部、吹田中の島ランナース まなびピア|刈山2007 I'W:IT 

後援:吹田市健康づくり推進事業団、吹田市陸上競扱会、附入谷住研 シンホジウムの開催

協賛:山崎製パン閥、クレーマージャパン、ウイズコーポレーション、関西工芸、二ュウスポーツ� 11月11日いひeがわマラソン

残暑が続くなか迎えた大会でしたが、参加者は元気いっぱい事故

もなくをリきりました。バイアス口ン� (2人 1組)の参加者が少な HGCYA-JYA企画ツアーの募集
いなか、小学生の参加者は大人に負けず頑張って走リ 、初の読みで

・ 「自然環境と暮らしのつながりを考えよう」
あるゲ ムも夢中になってクリアし 、お父さん、お母さんにタスキ

チーム・ハート・オフゴールド

をつなげていました。

次回大会は、より多くの皆様に参

加していただけるよう 、より楽しめ

る工夫を凝らしたいと思います。

合大会でいただきましたチャ リ

ティ総額は、88，703同て・す。あり

がとうございました。� 

2007年度岡山県技術移転プログラム研修生

チャン ・タウンさん

とても笑顔のすてきなタウンさん。研修に行った小学校では、ほん

の短い期間にもかがわらず、子ども達の人気者となっています

日本での様々な研修、活動にも積極的で、日本語も一生懸命習って

います。時間がいくらあつでも足り怠い様子です。� 

に 住築、都市(シ ェムリアソプ)を間然し、� .<1/カンホ ジアの長� 

11本とカンボジアの日ら しの迫いを々え る。下作り作業や家� 

!延訪問をとおしてカ ンボジアの人々と交流白� 

2008 1 1)-1'-2円20日一� 27日� (6が171二� 

+rカンボジアで、みんなで・作った道具で一緒にラクロスをしようj 

iLacrosseMakesFriendsJを介古島きにカンボジアと日本の学

生をつなぐ。 i且R作り、 ラ クロ ス大会、.~;:・4えでの体験など D

カンボジアというj地でスポ←ツを楽しむ文化が眼付く吋能性を探る。� 

2008年2月28日-3月8日� (9泊� 101 ):1 

+r"Hygieneinducetobegoodhelth" 

健康のために、衛生に注意しよう」

刷、 クイズなどの手法を問いて、 出版、保健衛生の車要さ に

ついて子ども たちに伝える� n昨年度に続く 、HGCYA-]YA活動。� 

2008年3円15日一� 22日� (7泊� 8日)

*希望者は本日1I事務局までおj-，"，j~、作わせください。

|f"，，{'I')'~ 年会費(新規/継続)受付中! 三菱東京lJI2Il銀行岡山駅前支庖(普通)附加ハートオブゴールド� I 


